
.. • 

、

ノて

レ

ド

図
ら
な
け
れ
ば
、
と
町
、
耐
J
会
、
農

協
が
協
力
し
て
計
附
し
た
も
の
で
、
政

り
だ
く
さ
ん
の
惜
し
に
延
べ
三
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ

っ
子
、
日
い
物
を
識
し

も
王
制
や
、
の
び
の
び
と
地
よ
子
と
も

た
ち
で
、
北
川
松
山
内
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
椛
況

よ
り
。
今
後
、
内
容
の
充
実
に
よ
り
桧
山
内
名
物

行
事
と
し
て
観
光
開
発
に
も
ひ
と
役
買
い
そ
フ
だ
D

(
四
五
ペ
ー
ジ
に
グ
ラ
フ
特
集
し
て
い
ま
す
)

圧
巻
、

千
人

" 
産
業
ま
つ

り
。
を
名
物
行
事
に

そ
ろ
い
内
ゆ
か
た
で
足
ど
り
も
軽
く
l
八
月
十
四

日
か
ら
三
日
間
行
な
わ
れ
た
第
一
回
産
業
ま
つ
り
は
.

炎
天
下
の
千
人
パ
レ

ド

(
写
真
)
で
松
川
印刷
。

町
の
発
展
は
農
業
を
中
心
に
高
工
業
の
振
興
も

aH 高

③ 

咽

月号

'71年

No.159 

闘圃.......... _--
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郎

一

太

一

士ロ

一

宕

一

霊

一
清
:
 

子
一
ミ
一
一時

ユ
一
伊

回
一
、

池

一
一一
ι
勝

広
一
達

一

安
一

お
λ

一
1
 
1
 
1
 笠原
誠司

稲木弘幸自転)

災川消
防係
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|福祉労政課と商 |/

l工観光課を新設 l

E t小西敏明 八重樫旨雄、高崎トキ子
官官遠藤正光 村上規雄、小池勝利、杉内秀次

-E t下山更治 重田実
Z2佐々木町i美

;問畑秀樹

1，1: 

自国壮二

鈴木

出

一回
山
一川

産業の振興と
邦孝

調d担保

正和mf;有賀

毘了

しを Z轟
ぺ健全町
也出でで
L 、は
ま{)t
L ~品八
た事月
が務五
、機日

現;~ .ti再出l
菊定グ) fJ、
ど ー れ
お青匹た
りを第
可改Ji
決正固
さす臨
れる 時
ま案町

最
近
事
務
が
使
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
て
お

り
町
民
的
要
望
を
正
し
〈
迅
速
に
処
理
す
る
体

制
が
必
要
と
宇
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
円
た
め
、
役
場
内
ぷ
刷
e

で
あ
る
窓
口
を
強

化
し
、
責
任
分
掌
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
産

業
の
幅
広
い
指
導
体
制
的
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
縞
祉
労
政
課
、
商
工
観
光
献
を

新
設
し
、
企
画
室
を
総
務
謀
に
統
合
、
ま
た
、
総

務
謀
に
あ
っ
た
財
政
係
を
税
務
課
に
移
し
、
そ
れ

ぞ
れ
総
務
企
画
課
、
財
政
課
と
し
ま
し
た
。

事
務
機
構
の
改
正
に
伴
っ
て
、
図
的
と
お
り
慨

貝
を
配
世
し
ま
し
た
の
で
、
型
か
な
町
づ
〈
り
の

た

め

い

っ
そ
う
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
.

E亙Eil 

勝三l竹内正夫、須甲泰子

彦K交園高

三

一一一一
船
一雄
配

省

一崎山
市
一辰

{

E E大塚
ZE若山
交通安大1援
金係長

す〈や吉岡
る係長--

』リj

投

石

井

政

吉

町I

長

河

端

佑

正己

総
量
農
係

{垂直
事務
局長石井

久保田庄一、稲船昭範

有隆|平原昌英、池田常教

孝|佐久間優一

文也l吉村教聖

貞夫

茂

忠告佐々木哲也

E E米世
ZE i白井之
江E白山

栄吉

政市

庄平

ー1;;;詰立重村

S匙
楳反飯間

術工観森野
光線医

収

入

性

戸

沢

定

勝

1"1 
Aι 

.();' 

西村人北召

I富野/互関刷、 主師事
藤原弘一

電通之

富雄(兼)

富雄、

自国田代子

河野

河野

巴監巴

低事
係長渡辺

語F直
野扇

勇

稲垣武雄

生亀

農業委員会事務局

次長

公~
館長

殺
育
長

犬
上
博

国

保

術

院

長

池

下

照
彦

要|伊藤光広

忠雄

正末春A皐 Z量小西
燃"

主径省績婦

笠原幸子

久保田幸子、斉下節子.佐藤みよ子
埠村チョ、関村厚襲、伊藤憲子
山崎左す、制届良子、岡谷則子
中川邦サ、安i童英恵子吉凶 弘子
情本昭子

玲子
宅~. ;費
絹 E 干回

措市務局長石川

土地故 、"企忠
良係長 1";11凶

換地針
耐係長 1兵団
体逃ifi向 山
山係長 出出

鎌田信隆措勝地。二軒
総長'一

太田越幸子

干冬棚田

tt加我幸夫
控tinil lill1t 
~:m'il sl1t幡
圭在沢田登美子 桧 山地区広域圏振興

協議会へ派遣(江差町)

白山 孝
寸 亙耳、柳 良治、芳賀鈴夫、田中敬里

大畑裕子、古旗松子

一
団コー防日 英雄|木島武雄、光谷誠三

博対今野むつ子

I ~ ft大和

出世相原

子型小西未春
抱紋 (j長}コ

辺紀子、鈴木恵子、山崎正諒HJ---{玉森陽子旦}ー育保
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家
族
連
れ
で
大
に

歩

行

者

天

国

チ
ビ
ッ
コ
広
場

車
か
ら
開
放
、

4
け
ソ
一日つ
u-長
e

株

主

会

明九州パ一

a

v

ぷ重原
作
品
産
む
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'Ciい物がてら親子でブランコやすべり

内を楽しむ。おかあさんがたも安心 Lて
-fどもを千ばなすことができうれしそ う。
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ぎ
わ

~ 

--'"ニ~--l

遊
具
も

品
開
業
ま
つ
り
の

八
円
1
刊
日
か
り

で
日
間
、
町
の
日

抜
き
通
リ
、
旭
、

昭
和
制
は
中
山町通

行
止
的
さ
れ
、
『宇

行
者
。
夫
同
』

2'

ピ
y

ヨ
広
場
』
と

し
て
附
肱
車
旅

連
れ
の
買
い
物
客

や
子
ど
も
た
す
り
で

料
始
に
草
わ
っ
た
。

し=
つ

ぱ

多彩な催しで沸

りノレポ産業ま

“ビックリ市"

歩行者天図的一角にずら り並んだ萌工会的

見居。年に 皮肉山Jlllサービスとあって、 IUT

内的王婦や隣町か りLどっと 人波が押 し寄せ

堀り出し物!探 しを楽しんでいた。

楽しい買物

つ

“ 
駅
前
特
設
舞
台
で
は

フ
ア
ツ

シ
ョ

ン
シ
ョ

ー
も

" 
農
協
で
聞
配
れ
た
物
産
、
銘
石
、
写
真
展

f 

A
Y

が
叩
ae
子

炉
明フ、

J

-

フ
aaク謡民

主
金今

“ 
自
慢
の
ベ
y
ト
を
引
き
連
れ
て
、
愛
犬
展
覧
会
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春
は
淡
い
叩

に
残
雪
が
目
に
し
み

夏
は
緑

一
色
に
燃
、
え
て
た

く
ま
し
い
生
命
的
躍
動
す

る
山
。
秋
は
峠
曲
阻
む
姿
を

澄
み
切
っ
た
市川
空
に
焼
き

つ
け
、
タ
に
は
月
の
光
に

乙
女
の
涙
を
さ
そ
っ
た
山

弘
、
は
寒
風
荒
征
ヲ
白
底
的

天
地
、
数
倍
ト
ン
町
民
圧

に
耐
え
て
静
か
に
存
を
待

つ
山
。こ
の
ナ
レ

l
ン
ョ
ン
を

パ
ソ

7
に
ド
ン
ソ
タ
ド
ン

ド
ン
と
力
強
い
太
鼓
の
響

き
が
見
事
に
調
和
。

商
工
会
の
青
年
部
が
、

郷
土
の
心
的
寄
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
な
独
自

の
w

は
や
し
い
ー
を
つ
く
り
長
く
後
世
に
残
し
て

い
ニ
う
と
し
た
も
の
で
、
作
品
聞
の
加
針
谷
定
さ

ん
も
、
そ
ろ
い
の
ハ
ソ
ピ
で
パ
チ
を
持
つ
六
人

も
み
な
閉
山
町
若
い
働
き
手
で
す
。

リ
ズ
ム
は
、
今
金
山
岳
会
が
開
発
し
た
巡
南

一
向
禿
咋
付
場
山
を
モ
デ
ル
に
し
、

m
d
H
、
活

動
、
慈
愛
を
太
政
に
託
し
て
、
そ
町
名
を

『駒

場
太
政
』
と
名
づ
け
ま
し
子
、

産
業
ま
つ
り
で
初
披
露
し
ま
し
た
が
練
習
不

足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
威
勢
町
よ
い
パ
チ
さ
ば

き
に
町
民
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
贈
句
れ
ま
し
た

保
存
会
長
円
安
西
長
四
郎
さ
ん
は
『
町
民
の

み
な
さ
ん
の
協
力
で
も
っ
と
も
っ
と
り
つ

・

も
の
に
し
た
い
』
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

ま

狩 場
E謹謹E!I.週園盈憲司
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商庄の若ものたちの手で

、ぞたきで
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低

調

だ

♂コ

た

結

核

検

診

ま

こ
と
し
の
結
骸
住
民
検
診
は
、

八
月
三
日
か
ら
十
三
日
ま
で
各

部
落
に
出
向
い
て
実
施
し
ま
し

た
が
、
受
診
率
は
三
五
%
と
い

一
つ
低
率
で
し
た
。

結
絃
は
、
か
か
っ
て
い
て
も

自
分
で
は
気
が
つ
き
に
く
い
病

気
で
す
.

日
本
に
説
在
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
百
五
十
三
万
人
的
忠

者
向
中
で
、
自
分
が
結
舷
だ
と

い
ヲ
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は

占
1
五
万
人
に
す
ぎ
ず
、
出
明
リ

内
約
行
万
人
は
泌
功
巾
当
引
と
い

う
こ
と
に
主
り
ま
す
。

町
内
で
む
、
現
在
百
八
十
四
人
の
結

舷
忠
者
が
保
陛
耐
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
二
十
五
人
的
新
し
い
忠
者
が
出
ま

し
た
。結
核
的
病
状
別
に
み
ま
す
と
、
入
院

の
必
要
な
患
者
で
は
、
さ
す
が
に
自
分

( 7) 1111'川"'川川11111¥川川川川111111111111川川川111111111川 l川川111111111111111川川111111広報い

健
康
は
ノ可

レ
ボ

l
ル
で

体
協
が
二
十
組
の
用
具
を
贈
る

町
民
的
体
力
増
進
と
ス
ポ

l
y
の
目

指
化
を
図
ろ
う
!
と
、
町
体
育

協
会
で
は
、
パ
レ
ポ

l
ル
用

H
ハ
一
式

(移
動
式
支
柱
、
ネ
y

ト
、
ポ

1
ル
三
コ

U
三
万
円
相

当
)
を
イ
凶
町
内
会
と
六
部
部

会
に
州
り
ま
し
fも

パ
レ
ポ
ル
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
広
場
で
干
較
に
楽
し
め

る
た
め
、

r

苧
M
E
に
と
じ
こ
も
り

が
ち
な
、
正
婦
や
、
農
作
業
で
か

た
よ
っ
た
筋
肉
を
使
7
人
な
ど

の
健
康
に
は
最
適
で
す
。

体
協
で
は

『要
請
が
あ
れ
は

/ 
老
齢
仔t 1<' 

藤金
文 第
吉ー
さ号

んに

レントゲン車による結核検診

の
病
気
に
い
じ
同
が
つ
い
て
い
る
人
が
多
い

の
で
す
が
‘
そ
れ
で
も
半
数
泣
く
の
人

は
結
紘
だ
と
い
つ
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

せ
ん
。一
方
、
結
核
的
病
状
別
に
そ
の
後
の

経
過
を
み
て
み
ま
す
と
、
病
状
町
並
い

人
ほ
ど
そ
の
後
の
経
過
が
慈
く
、
死
亡

す
る
人
ゃ
ま
だ
治
句
主
い
で
い
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
早
く
み
つ
け
て
治
療
す
れ

ば
そ
う
こ
わ
く
主
い
病
気
で
す
が
、
発

見
が
遮
れ
る
と
死
ぬ
お
そ
れ
が
あ
り
、

な
か
主
か
治
ら
な
い
病
気
で
す
。

早
く
み
つ
け
る
た
だ
ひ
と
つ
の
方
法

は
、
健
康
診
断
を
受
付
る
こ
と
で
す
。

か
り
だ
に
自
信
の
あ
る
人
も
、
こ
と

し
ま
だ
受
け
て
い
主
い
人
は
、
保
健
所

で
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

主
お
、
九
月
二
十
凶
日
か
ら
三
十
日

ま
で
は
結
紋
予
防
週
間
で
す
。
今
金
保

健
所
で
は
、
結
核
に
関
す
る
健
康
相
談
、

指
導
検
診
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

らせ

.霜害防除に万全の体制を

9月中旬から朝晩の冷え込みが

きびしくなり、強い河内降 ')やす

い状態になります。

せっかく育てた稲を守るため、

古タイヤ、軍捕iによる"くんえん

法"で共同で符答を防除しよ 70

園子メーターは検定をうけて

計量法によって1'!ピル、アパー

ト、熊などで使用さ札ている '~IL気

町子メーターは、検定済みのもの

でなければなりません。まだ 検

定を受けていないものを使用して

いる方は、早急に受検するように

してくださ". 

検定を受けるためのメーター取

り替え工事は、もよりの屯気工事

庖か北海道計器工業株式会社(札

幌市北5条西17丁目)にお問い合

わせ〈だき". 

お知

指
導
に
も
伺
い
ま
す
固
ま
た
、
将
来
は

町
内
の
拠
出
制
老
齢
年
金
全
給
者
第

一
号
に
伊
藤
文
士
円
さ
ん

(字
金
原
)
が

む
り
、
八
月
十
凶
日
町
長
か
ら
年
金
官

舎
を
伝
述
さ
れ
ま
し
子
、
(
写
真
)

同
氏
年
金
制
度
は
、
附
和
三
十
六
年

四
月
か
ら
拠
出
制
年
金
の
保
険
料
納
付

が
始
ま
リ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
町
齢

者
任
意
加
入
と
し
て
十
年
年
金
に
加
入

し
た
人
に
対
し
て
こ
と
し
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

町
内
に
は
、
今
年
度
十
七
人
的
支
給

対
象
者
が
お
り
、

一
人
当
た
り
六
万
円

(月
額
五
千
円
)
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。.. 声の町民『

す
ぐ
や
る
係
』

九
件
の
申
し
出

町
民
の
み
主
さ
ん
の
苦
情
や
悩
み
ご

と
を
親
身
に
な
っ
て
相
談
し
、
す
み
や

か
な
解
決
を
ー
と
『
す
ぐ
や
る
係
』
が

ス
タ
ー
ト
し
て
約
三
ヵ
月
、
五
人
か
ら

九
件
内
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
申
し
出
の
お
も
な
も
の

は
、
拒
否
水
対
策
的
飲
料
水
地
設
工
事
に

関
す
る
苦
情
、
同
川
板
的
破
凱
を
修
理
し

て
ほ
し
い
.
排
水
端
的
不
良
箇
所
整
備
、

道
路
及
び
排
水
溝
情
婦
に
よ
る
ゴ
ミ
運

織
の
要
望
、
町
道
に
準
ず
る
路
道
的
砂

-交通規制に，主意Lょう

国道 277号紛の今金(2.100m) 

と極川(850m)市街地カ¥最高速

度時速40kmに制限されました。

また、町道光fi線は、改良工事

のため10J'J30日まで車両が通行禁

止にな っていますのでごtt;ty:くだ
さし、。 J¥ 

用具の脱明を安ける部落町内全長

交
歓
試
合
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

十
分
練
習
し
て
く
だ
さ
い
』
と
話
し
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
も
、
笠
か
な
郷
土
を

つ
く
る
原
動
力
は
町
民
の
り
っ
ぱ
な
体

力
か
ら
!
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
町
枝

に
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
進
ん
で

ス
ポ
l
y
に
親
し
む
こ
と
を
社
会
教
育

町
並
占
目
線
に
し
て
い
ま
す
。

近
所
の
か
た
が
た
や
友
だ
ち
、
職
場

町
人
な
ど
さ
そ
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し

み
ま
し
ょ
‘
っ
。

性
病
検
査
を
無
料
で

婚
姻
・
妊
婦
時

最
近
、
性
病
は
若
年
層
に
増
加
の
傾

向
が
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

性
病
は
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治

療
を
開
始
す
る
と
と
も
に
.
完
全
に
治

る
ま
で
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

特
に
婚
姻
し
よ
う
と
す
る
人
や
、
妊

婦
は
彬
智
が
大
き
い
た
め
、
保
健
所
で

は
無
料
で
血
液
検
査
を
し
て
く
れ
ま
す
。

お
互
い
に
健
康
診
断
書
を
と
り
か
わ

し
て
明
る
い
結
婚
を
し
ま
し
ょ
う
。

九豊里健草盟川
干月 品内
日 め
ま= よ
で期 う

) 

利
側
外
視
州
、l
婦
一
叫
軍
司

付
な
ど
。

こ
れ
ら
は
、
受
け
付
け
後
直
ち
に
関

係
謀
と
迎
絡
協
議
、
事
実
確
認
向
上
予

算
の
範
囲
内
で
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に

補
修
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
、
ま
た
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
書

で
納
得
の
い
く
よ
う
回
答
し
ま
し
た
。

な
お
、
八
月
か
句
担
当
を
町
民
課
の

窓
口
に
移

L.
相
談
し
や
す
い
よ
ヲ
に

工
夫
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

小
き
な
悩
み
ご
と
苦
情
、
要
望
な
ど

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
.

建
設
的
主
意
見
に
つ
い
て
は
‘
ど
し

ど
し
広
報
で
採
り
あ
げ
る
考
え
で
す
。

十

月

一

日

か

ら

共

同

募

金

み
ん
な
の
協
力
が
住
み

よ

い

相

会

を

築

き

ま

す

.交通巡視員を募集しています

道警本部では、北海道普察戦只

(交通巡悦)1)を募集しています

ので、次により申し込みください。

b採用干定人民約 110人

b受験資格昭和17年 4月2日か

り29年 4月l日までに生まれた

高校卒業者、且び見込みの者。

b受験手続 9月25日までに北桧

山智禁場に申し込むこと。
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新

た

に

「
児
品
川
手
当
法
」
が
制
定
さ

馴
れ
、
来
年
一
月
か
ら
弟
三
/
寸
以
降
の
子

酬
ひ
と
り
に

つ
き
月
三
千
円
の
手
当
が
支

川
給
さ
れ
ま
す
。

川

こ

札

は

、

将

来

め
に
主
い
手
〈
主
る

川

子
ど
も
の
健
全
む
育
成
を
目
的
に
、
そ

酬

の
養
育
の
場
で
あ
る
家
庭
の
生
活
を
安

ね
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高
司
河
電
J

-

川
定
さ
せ
る
た
め
の
も
の
て
.
役
場
制
祉

川

労

政
課
で
は
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
十
月

川

か

ら
認
定
請
求
的
事
前
受
け
付
け
を
什

川

な
い
ま
す
。

川

児
京
手
当
の
受
給
資
格
者
は
次
の
よ

刊

う
な
方
で
す
の
で
、
該
当
者
は
早
め
に

第

手
絞
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

川
〈
給
付
の
対
象
〉

酬

マ
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
旋

早
め

に

申

し

込

み

を

児
童
手
当
、

十
月
か
ら
受
け
付
け

有
し
て
い
る
人
的
、
弟
三
子
以
降
的

児
童
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

(

た
だ
し
、
支
給
の
対
象
と
な
る
弟
三

子
以
降
の
児
童
は
、
当
初
は
五
歳
未

満
の
児
童
と
し
、
昭
和
凶
十
八
年
度

か
ら
十
歳
未
満
、
昭
和
凶
+
九
年
度

か
ら
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
と
段

階
的
に
実
施
し
ま
す
。
)

マ
前
年
内
所
得
が
、
お
お
む
ね
二
百
万

川
以
上
あ
る
ひ
と
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

ヤ
児
苦
手
当
は
、
租
続
そ
の
他
的
公
課

の
対
象
に
は
主
り
ま
せ
ん
。

マ
厚
生
年
金
や
そ
の
他
内
年
金
を
受
け

て
い
て
も
、
児
古
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
す
。

〈
支
給
の
方
法
〉

マ
十
月
か
ら
役
場
で
申
請
を
受
け
付
け

支
給
の
認
定
を
行
主
い
ま
す
。

マ
毎
年
二
月

・
六
月
お
よ
び
十
月
町
三

期
に
、
そ
札
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の
四

ヵ
月
分
を
ま
と
め
て
支
払
い
ま
す
が

第
一
回
目
は
、
特
例
と
し
て
来
年
三

月
に
一

1
二
月
分
の
ニ
ヵ
月
分
を
ま

と
的
て
支
給
し
ま
す
a

な
お
、
支
給
認
定
に
あ
た
勺
て
は
、

種
々

C
手
続
き
や
規
定
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
〈
は
役
場
福
祉
労
政
課
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
っ

百
二
+
人
が
参
加
、
成
人
祭

砂
浜
L
め
の
お
祭
り
H

成
人
祭
は
、
百
二

寸
人
が
参
加
、
八
月
十
四
日
青
少
年
会
館
で

行
を
わ
れ
「
ョ

短
い
式
典
内
あ
と
‘
永
井
今

全
保
地
所
長
円
講
出

3
M
し
い
粕
姉
的
考
え

方
』

(hh政
)
に
“
同
一
心
に
耳
を
師
附
け
て
い

fho

=広報=

トヒベγクス

/
自
衛
隊
音
楽
隊
が
病
院
慰
問

療
養
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
た
ち
の

気
安
的
に
!
と
、
自
術
隊
真
駒
内
十
一

間
図
的
吹
奏
楽
隊
三
十
六
人
が
八
月
四

日
同
保
病
院
を
慰
問
。

民
話
や
雪
訟
な
ど
な
じ
み
の
深
い
耐

の
演
奏
に
、
病
室
の
中
か
ら
も
身
を
乗

り
出
し
て
楽
し
ん
で
い
fh。
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分
)

尭
行
・
岨

9
0
日

住民の動揺込
前月に比べて

人口 11，133 (-22) 

男 5，412(ー7)

女 5.721(-15) 

世情 2，834 (ー7)

C~ 月四現在的 、
住民基本台帳人口 /

町

忠芳ナ
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